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＜連絡事項＞　
・当直医が12/19（月）深澤Dr→伊藤Dr　12/20（火）伊藤Dr→深澤Dr　12/21（水）深澤Dr→伊藤Drへ変更となります。

・ベッドマットレス消毒が来月より開始となります。東病棟は2/8～となっています。

＜患者様連絡事項＞
・嶋守　與之様～不眠時の内容変更となり、ゾルピデム（5）1T　5回分処方となる。

・関川　良雄様～8時間以上排尿ない時、導尿施行の継続指示あり。

・藤村　悦子様～本日西病棟Bユニット25号室へ移動となっている。
＜隔離患者様ケース検討＞
・木村　格治様～10：00～11：00、14：00～15：00開放観察実施。開放観察中はホール内を歩いたり、書き物をして過ごされている。苛々した様子なく、表情・口調穏やか。引き続き、精神症状の観察を行い、症状改善を図れるように介入していく。

＜要注目患者様＞

・續石　啓介様～朝食は不食しているが昼食は主食･副食1/2摂取している。点滴も拒否なく実施。苛々･不機嫌さなく経過している。引き続き精神・身体状態と食事摂取量を観察して介入していく。

・小澤　和子様～夜間不眠で経過している。深夜帯にて器物破損行為や腕時計を口に入れる異食行為あり。介入に対して易怒的となっている。日中は表情の険しさみられ、独語している。引き続き、精神症状の観察を行い、他者トラブルのないよう介入行っていく。

・高田　マキ様～特定男性患者様が近づくと易怒性･粗暴性あり。介入に対して、自分の非は認めず、｢あっちが悪い。胸を触ってきた｣等と怒っている。引き続き、精神症状の観察を行い、他者とのトラブルに注意し、看護介入行っていく。

・関川　良雄様～経口摂取良好。不機嫌さなく、スタッフの声掛けにも笑顔見られている。

バイタルサインの異常なし。

・小笠原　澄子様～日中眠気を訴えており、声掛けにて日課取り組んでいる。妄想に左

右された言動は無く他者とのトラブルも目立たない。引き続き、妄想や幻聴の有無、行動化を確認しながら、トラブルのないよう注意していく。また、日中の活動状況も観察していく。

＜安ヶ平Dr診察＞

・三浦　繁雄様～本人より気分が落ち着かない、アルコールプログラムに集中できないと

訴えあり、エチゾラム(0.5)３T　３×1　４日分処方となる。

＜田名部Dr＞

・丹内　栄子様～採血結果よりアミラーゼ高値あり。また、好中球の高値もみられ、感染疾患の可能性があることから、本日夕よりセフジトレン3T　3×ndE　4日分処方となる。

・小澤　和子様～器物破損行為、物を盗る等の迷惑行為あり。メマリーの影響が考えられることからメマリー止めとし、ドネペジル3mgへ変更、コントミン75mg→125mgへ増量、ヒベルナ75mg→50mgへ減量となる。

・三浦　久司様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。

・堀込　孫四郎様～覚醒状態不良、食事中の嚥下状態不良あり。状態について報告。昨日の頭部CT異常なく、麻痺症状なし。過鎮静の可能性あることからvdsのドグマチール(50)1T　本日分のみ除剤の指示となる。

・石橋　ヒデ子様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。

・澤村　彬様～臨時薬はバチール200mg、ヒベルナ50mg、ブロチゾラム追加。また、エビリファイ12mg→6mgへ減量となっている。

・高田　マキ様～易怒的、粗暴行為見られているため、リスペリドン(2)1T　１×朝

７日分処方となる。

・高橋　伸治様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・吉島　知寿子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・磯島　貴広様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

＜新入院患者様＞

　　日時：12月16日　13：00

　　病棟：東病棟Ｂユニット2号室

　　氏名：寺地　啓喜 様

生年月日：昭和60年1月10日　31歳

　　性別：男性

　主病名：統合失調症

入院形態：任意入院

　主治医：馬渡Dr

＜経過＞

平成19年7月より宗教関係や命令的な幻聴が出現し徐々に増悪した為同年7月11日袖ヶ浦さつき台病院へ入院。「統合失調症」にて加療開始されている。同年9月に退院となり八戸へ帰省されマナクリニックへ通院していたが平成20年10月21日幻聴の持続あり八戸赤十字病院へ転院となっていた。

今年10月5日家族からのストレスにより経過観察目的にて同院へ入院。現在自閉的な状態であり家族と相談した際、作業療法のある当院への入院を希望された事から転院の相談あり。12/16（金）13：00東Ｂユニットへ任意入院となる。

　日時：12月16日　13：20

　　病棟：東病棟Aユニット14号室

　　氏名：聖前　富次郎様

生年月日：昭和15年11月3日　76歳

　　性別：男性

　主病名：レビー小体型認知症　疑い

入院形態：医療保護入院

　主治医：馬渡Dr

＜経過＞

　平成27年頃より物忘れなどの症状があり、近医であるはらだクリニックにて認知症治療を開始、介護保険利用（デイサービス）し生活している。ここ最近になり、夜間問わず徘徊、幻視様の訴えが顕著となり、家族が常時見守り付き添っているが、介入時の興奮や、夕方以降の不穏な状態が持続していることから、かかりつけ医にて内服調整している。しかし、症状改善乏しいことから、専門医の受診を勧められ当センターへ相談に至る。受診、薬剤調整希望され、平成28年12月16日12：00初診。入院治療の必要性あり、家族様同意のもと医療保護入院となる。

